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三田

#
 畲
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
九
•十號

定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
.0

併
し
乍
ら
.こ
こ
に
®:
驳
な
疑
問
が
起
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
⑶
式
‘の
解
釋 

.

.で
あ
る
。
こ
の
⑶
式
が
ー
企
業
に
關
す
る
微
舰
的
生
庫
面
數
を
示
す
も
の 

と
考
え
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
一
企
業
内
部
の
多
種
の
勞
働
、
資
本
用
役 

.
を一

一
つ
の
項
目
え
と
ア
グ
9
ゲ

イ

ト
す
る
：の
が
(1
2
)式
で
^
る
と
解
せ
ら
れ 

,

る
。
こ
の
場
合
極
小
費
用
の
組
合
せ
を
與
え
る
主
體
は
.企
業
者
で
あ
る
か 

-•
:
ら
、
均
衡
方
程
式
を
通
じ
て
、
(1
0
)式
の
0
が
.そ
.の
右
邊
に
よ
.'つ
て
示
さ
れ 

る
樣
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
.て
差
支
え
な
い
。
從
つ
て
X.
ZA
:を
夫
々
ア
グ 

リ
ゲ
ィ
ト
し
て
0
及
び
乙
の
項
@.
の
下
に
拯
小
化
す
る
事
ぼ
經
濟
學
的
意 

,

味
を
も
つ
。 

_

 

-

次
に
⑶
式
の
あ
み
が
シ
ナ
パー

ド
の
横
張
解
釋
に
從
つ
て
#
を
業
の
.生 

庳
要
素
^
ホ
す
も
の
と
し
‘よ
う
。
.(

勿
論
同
一
種
の
要
素
を
全
企
業
が
使 

う
と
は
限
ら
な
い
か
ら
&
と
レ
の
項
數
は
等
し
く
な
く
て
よ
い
。)

す
る 

:

と
(8
)
式
ば
各
企
業
の
：.

(

ー
層
擴
張
す
れ
ば
產
業
部
門
の)
：
生
產
西
數
の
幾 

.何
平
均
を
與
え
る
.こ
と
に
な
：る
0
依
て
.び
は
明
に
各
企
業
の
生
庳
量
の
幾
：

.

. 

何
乎
均
で
あ
る
。

こ
の
搛
に
解
し
た
と
き
の
(9
)
式
は
如
何
な
る
意
味
を
も
' 

つ
■か
を
見
よ
..う
。

.

0
>を
ー
定
に
:^
て
極
小
化
の
操
作
に
よ
り
均
銜
方
程
式
.を
得
る
が
、
⑶ 

式
は
筆
者
が
前
論
文
6

^>

に
於
て
定
義
し
た
ア
グ
リ
ゲ
ィ
ト
0

の
式
と 

.

本
來
同
.一
の
も
の
で
あ
る
放
其
處
'で
述
べ
た
通
り
、
0
に̂
つ
い
て
限
界
生 

■

摩
力
均
等
式
が
成
立
す
る
時
は
個
別
企
業
に
於
て
'も
亦
同
時
に
限
界
生
產 

力
均
等
則
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
卽
ち
ハ
矶
掲
論
文
四
六 

頁)

.均
衡
式
.は
(9
)
式
を
與
え
る
* 0

注
意
す
ベ
き
は
合
理
的
行
動
o'
主
ft
を 

各
企
業
に
お
く
こ
と
に
よ
つ
て
⑶
式
が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑶
が
成
•

.
立
す
れ
ば
脚
式
は
⑶
式
を
鄯
き
變
え
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
⑽

の
V
の
式
が 

各
個
別
企
業
の
合
理
的
行
動
W
結
果
と
し
て
成
立
す
る
•も
.の
と
解
釋
出
來 

る
。
依
つ
て
㈣

式

の
レ

は
ん
み
に
關
す
る
邡
何
な
る
ア
ダ

リ
ゲ
ィ

シ
ョ
ン 

.、を
も
必
.耍
と
せ
ず
に
成
立
す
る
の
だ
- i

い
う
.こ
と
が
わ
か
る
、

勿

論

(8
)

式

、
 

1
1

四

(

九
八
四)

の
^
ち
の

.琪
の
卒
均

.を
(1
2
)式
を
用
い
'て
简
略
化
し
て
書
く
こ
と
は
差
支
え 

な
い
が
、
合
理
的
行
動
の
原
理
：か
適
用
さ
れ
る
の
ば

0
で
は
な
く
ん

、
L 

で
は
な
く
ん
で
あ
る
と
と
を
明
に
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

シ
エ
。ハ
ー
ド
は

0
Lを
用
い
て
合
理
的
行
動
に
よ
る
：，
の
.意
味
づ
け
を
し 

よ
う
と試みのアグリゲイトえと進むのであ-
るがとれは
 

rational behayibr

の
主
體
を
甚
だ
不
明
な
も
の
と
し
、
結
論
の
經 

濟
理
論
的
意
味
を
失
わ
し
め
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
る
う
。
 

(1
2
)式
本

.
よ

り

ア

グ

リ
ゲ
.イ
ト

さ
れ
た
各
企
業
の
要
素
は

(1
0
)式
に
對
し
て
よ 

く
適
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
シ
ラ
パ
ー
ド
の「

巨
視 

，的
變
數
に
よ
る
合
理
的
行
動」

に
關
す
る
解
釋
が
正

•し
い
と
い
う
事
を

-» 

忖
け
る
も
：の
で
は

.な
い
。

:
次
に
-シH

パ
著
ド
は
⑽
式
の
リ
は
㈣

式
の
レ
に
、

い
わ
.ゆ
る
收
盆
遞 

增
、
遞
減
や
完
全
競
爭
と
無
關
係
に
、
意
味
を
興
え
る
と
述
べ
.て
い
る
が 

利
潤
極
大
で
な
<
費
用
極
小
の
.場
合
當
然
得
ら
れ
る
結
論
で
.こ
れ
は
新
し 

い
智
識
を
加
え
だ
も
の
で
は
な
い
。

-,
'
.

扨
て
企
業
間
の
.ア
グ
リ
'ゲ
イ
シ
ョ
ン
に
於
.て
0

L
を
定
義
し
こ
れ
を
用 

い
て
合
理
的
行
動
を
論
ず
る
事
の
經
濟
理
論
的
意
味
が
不
明
で
あ
れ
ば
、
 

0

L
を
用
い
る
場
合
の
費
用
面
數
、

Q(u, P, 

w)

“/(u) i
n
s
t

 .
P
1
4
W
”

は
0

1
に
關
す
る
費
用
極
小
過
程
を
含
む
故
に
個
別
企
業
內
部
の
.問
題
と 

し
て
の
(7
)
式
と
形
式
的
に
對
應
す
る
に
止
.
.ま
り
、
經
濟
學
的
意
味
は
不
明 

.と
な
る
。

:
このようなわけから、

。ハードの

論
行
は
す
べ
て
同

一
企
業
內 

の
多

種

要

素

のア
グ
？
ケ
イ
.'ゾ
ョ
ン
と
解
す
る
限
り
に
於
て
經
濟
學
的
意 

味
を
附
與
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

,

..個
別
企
業
間
の
ア
ダ
リ
ケ
イ
シ
' ョ
ン
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
立
場
は 

ク
ラ
イ
ン
の
'そ
れ(
註
3)

に
酷
似
す
る
。
.實
際
(8
)
式
(1
1
)式
に
.於
て
/(

1
1

) 

を
0

と
す
れ
ば
、
<
生
.產
函
數
と
費
用
面
數
に
双
對
性(

d
u
a
l
i
t
y
)

を
附

與
し
よ
う
と
い
う
意
圖
に
基
べ
、

^
.

の
幾
何
平
均
に
.よ
る
ア
グ
P 

グ
イ
ト
の
採
用
を
除
い
て
は)

全
く
ク
ラ
イ
ン
の
ア
グ
リ
ゲ
イ
シ
ョ
ン
と 

同
一
と

解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
ク
ラ
イ
ン
に
對
す
る
批
鄉
は
そ 

の
ま
ま
、
こ
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
ほ
異
種
の
.
 

.企
業
間
の
ア
グ
リ
ケ
.イ
シ
ョ
ン
の
問
題
は
ク
：ロ
ス

セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
同 

避
す
る
こ
と
に
よ
っ
.て
の
み
起
る
と
考
え
る
故
に
果
し
て
そ
れ
自
體
問
題
.
 

と
す
る
.ベ
.き
か
'を
疑
う
も
の
で
あ
^
。
け
れ
'と
も
，こ
の
點
の
積
極
0^
.#
祭 

は
他
の
機
會
に
行
い
た
い
と
思
う
？

,- 

.こ
の
本
は
な
.お
最
後
に
イ
ヴ
ァ
ン
ス
の
举
產
理
論
をh

o

日othetic. 

f
u
n
e
t
i
o
i
i

を
用
い
て
解
朋
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
省
略
し
た
い
。

本
誊
の
特
質
は
結
.筒
費
用
面
數
と
坐
産
面
數
の
間
に
存
す
る
美
事
な
双 

.對

性

の

發

見

と

、
：
■
一

 

次
同
次
性
を'極
度
に
利
用
し
た
一
.
企
業
內
の
袈
素
の 

頗
る
简
明
な
線
合
方
式
の
樹
立
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
.る
。
こ
..
の
.二
っ
の 

成
来
に
關
す
る
：限
り
は
'生
產
現
象
の
解
明
に
當
る
も
の
に
と
っ
て
極
め
て 

有
益
^'
手
段
^
提
供
し
YC
と
V
.え
よ
う
，。

(
P
r
i
n
c
e
t
o
n

 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

 ipress, 

$

 2
.
0
0
)

.

'(

te
l) 

.

.
R
に
於
け
■る

o
c
u
.
1
m
1
.
x
2

)

.
h
.
1
.

の
切
線
ら
は
、

趣

(

M

!

,

: '
;

然

る

に

れ=

戀

，，

？

(

F 5
B

I

は

';

.
る
，こ
，と
が
證
せ
ら
れ
.
る.
か
£>,
:(

十
三
K)

“

直
線
は
、

v

^

M

l十 x
,
x
p
=
p
1
x
1
+
p
2
x
2
"
q
(
u
,

 

P
M
, 

P
2
Y
1

 

•

」

且
っ
ら
は
法̂

方

向
0;
2;
、
，
原
點
か.
ら

の

距

離

：
ぺ

ー

し

1
||)

|:
で...

あ
る
0
ら
の
ポー

ル
は
距
離0

P
=
(
X
1
2
+
X

,lu
)
？
=

^
-

で
.
^
に 

.
'•
垂
直
な
^
之
上
の
點
^
で
あ
る
。
-
 

,
•

t
 

:
書
評
-.及
'ひ
*'.紹
介
..V:.

パ
：

..

'(

註
2)

三
田
學
會
雜
誌
..

H

七
年
二
月
號
拙
稿
。

,.
.
'

(

驻
3 ) 

l
i
. 

w
. 

K
H
e
i
n
; 

M
a
c
r
o

 

e
c
o
n
o
m
i
c
s

 

a
n
d

 t
h
e

T
h
e
o
r
y

 o
f

 

R
a
t
i
o
n
a
l

 B
e
l
i
a
v
i
o
r

 E
l
c
o
n
o

 

日©trica,

!z5
0
. 

1
9
4
6
'

:
.

(

小

尾

惠

一
郞〕

ア
メ
リ
力
綿
業
史
のr

研

究

:

I

フ
ォ
I
ル•

リ
グ
ァ
ー
を
.中
心
に
し
てI 

s
m
i
t
h
'
T
h
o

 
日 a

s

 

R
U
S
S
'O
J
l
,
:

T
h
e

 

c
o
t
t
o
i
l

 

T
e
x
t
i
l
e

 

I
n
d
u
s
t
r
y

 

o
f

 F
a
l
l

 R
i
v
e
r
.

 

M
a
s
s
a
-

 

eliusetts,. A

 S
t
u
d
y

 

o
f

 .Industriail L
o
c
a
l
-

 

i
z
a
t
i
o
n
^
(
K
i
n
g

w*C
r
o
w
n

 

P
r
e
s
s
,

 

N
.

 

Y
.
,

 

1944, 

1
6
W

p
O

ァ
メ
リ
カ

綿
■
に
於
け
る

工
場
制
の
起
原
は
、■
一
 

獨
立
戰
.爭
前
後
に
始 

ま
る
議
會
の
財
政
的
援
助
を
受
け
る
特
權
.企

%

:

一.一
 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ 

ァ
其
他
の
都
市
の
小
生
庳
者
..が
政
府
の
.補
助
を
受
け
ず
)^
職
場
を
持
ち
、
.
 

中
部
諸
州
.の
織
物
業
者
及
び
勞
儆
者
の
源
^

と
な
る
。
：
三

_ー

 

ユ
'丨
•
イ
ン 

ダ
•ラ
ソ
ド
商
人
が
綿
業
に
從
事
す
る
場
合
。
⑴
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
.ン
ス
商
人
ァ 

ル
ミ
I

•ブ
ラ
ウ
ン
が
ス
レ
イ
タ
ー
と
共
に
。ハ
-
1
ト
ナー

シ
ツ
プ
に
よ
り

ァ
；メ. 

5力
最
初
の
水
紡
機
綿
工
場
設
立

(

一
七
九
〇
苹)

。
織
布
工
程
は
俞 

.貸
制
に
依
存
、
現
物
賃
銀
制
と
家
長
的
關
係
が
見
ら
れ
、「

X
業
，的
封
建
制j 

(

ク
ラ
ー
ク)

，「

卸
賣
竽
工
業
制」

(

グ
ラ
ス)

と
規
定
，さ
れ
る
。〔

口
ー 

ド
•
ァ
イ
ラ
ン
ド
型

〕

。'

⑵

；ボ
ス
ト
ソ
商
人
ロ
ー
ゥ
工
ル.等
に
よ
る
'ジ
ョ 

.イ

y
ト

ス

.ト
ジ.
.ク
•
力
.
'
.
ン

。
ハ
一
一
.

，.丨
制
と
；カ
微
機
に
よ
る
ウ
方
.ル
サ
ム
エ 

場

。

.
全

工

程

^

含
み
、
ゲ
オ
ル
サ
ム
、

ロ
ー
ゥ

H

ル
等
綿
業
大
中
心
地
，に 

見
£>
れ
る
0〔

ゥ
ォ
ル
サ
ム
型

〕

0 

; 

, 

钽
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
點
：は
多
い
が
、
；先
ず
商
業
資
本
の

^
禱
的
轉 

化
は
、
.か
^ '
.• 

4

む
ぬ
ど
の
樣
.に
.位
置
づ
け
も
.る
ベ-'
^

か
。
'
其
は
寧
る
投

- 

V
I
.

五

.
*

C

 
九
八
五
：

>



其

:
111

田
學
會
雜
訪
：■
第
四
十
七
卷
::
第
九
.
•十
號

：

機
的
'
:ト
ラ
フ
へ
ィ
ー
：グ
的
な
部
門
に
投
下
さ
れ
、
,
於
局
國

民

的

生

庳

カ

の

： 

，形
成
へ
連
な
る
と
は
去
え
な
い
の
で
は
.な
い
か.0 

ロ
トV

 
V

ア
イ
ラ
ン
ド 

.趣
に
於
.て
も
、
.坐
產
エ
.程
，へ
直
接
タ
■/
-
チ
せ
.ず
、
寧
ろ
流
通
部
門
钇
擔
當 

し
ク
資
本
の
附
加
的
投
下
は
自
己
員
ヰ
に
よ
.り
行
わ
れ
、
.商
.業
^
本
.'«
次
.
 

第
に
柑
對
的
迸
驳
他
を
先
つ
て
行
く
點
。
而
し
て
そ
の
。ハ
I
ト
ナ
ー
の
中 

か
ら
次
第
に
.富
を
蓄
積
し
、
m
業
資
本
家
へ
，：と
成
長
し
て
行
く
者
も
現
れ 

る
が
、
.商
業
資
本
は
競
華
者
の
出
現
を
恐
れ
て
^
を
獨
占
的
に
抑
止
せ
ん
.
 

，と
.す
る
動
き
を
示
す
點
。
前
贷
制
の
性
格
を
ど
ぅ
-規
楚
す
る
か
。
パ
ー
ト 

’ナ
ー
シ
ッ
プ
の
.內

容

、
，最

後

に

販

賣

組

織

の

問

題

等

.々

;0
之
等
の
問
題
の 

解
明
に
は
勿
論
彼
地
に
於
け
る
#

,^
硏
究
め
進
展
に
俟
た
ね
ば
な
.ら
ぬ 

が
、
.こ
こ
で
は
蔣
え
ら
れ
た
紙
數
の
1 8
保
上
、

ス
ミ
ス
⑷
近

準「

フ
ォ
ー 

ル
•
リ
ヴ
ア
.丨
の
綿
織
物
業」

，
を
11
.か
に
土
，述.の
間
題
點.に
卽
し
_て
.紹
介 

す

る

に

止̂

る
。
m

.

.

.■ロ
 

I
.ド

•
.
.
ア

.
ィ.
.ラ.ソ
ド
：，に
於
け
る
綿
工
場
設
立
は
。フ
口
'ヴ
ィ
デ
ソ
ス
商

.
 

.業
資
本
に
加
え
て
多
く
の
土
着
ハ
農
苠
ヘ
職
人)

^
本
と
、

英」

.蘇
蘭
技 

'術
：孝
の'援

助
^
よ
.り

行

れ

れ

，た
。

こ

の

水

カ

エ

場

は

祐

績

.エ
程
の
み
行 

い
、

準

備

• 
■織
布
工
程
は
手
勞
働
に
よ
り
エ
場
外
で
行
わ
れ
へ 

'勢
働
力 

は
.最
初
は
.周
邊
地
方
、
，.後
に
は
更
に
內
：陸
タ
ゥ
ン
か
ら
供
給
.さ
れ
た
。
そ 

'
.の
成
功
.は
こ
の
.地
方
を
.刺
戟
じ
、.
多
.败
の
エ
場
.が
.設
立
-5
れ
た
。；

Fall. 

R
i
v
e
r

 M
a
n
u
f
a
c
t
o
r
y

 

(

一
 

八
一
三
年
設
立)

は
資
本
金
三
萬
弗(

六
.
 

.〇
株)

、

内
技
術
者
に
一
五
株
、

■そ
の
從
兄
弟
六
株
、'
土
地
及
び
用
水
權 

提
供
者
四
名
に
合
計
ニ
三
株
、
殘
'り
は
.大
■部
分
は
フ
ォ
.
1ル
♦リ
ヴ
ァ

ー

 

.其
他
の
住
民
た
る
一
.
.
一
名
に

 

ー.

—

ニ
株
宛
^
@1
1
さ
れ
た
.。
^
|-
1
岑

0
0洋
§ 

a
n
d

 W
o
o
l
e
n

 C
o
m
p
a
n
y

は
資
本
金
丑
萬
弗
を
百
株
に
分
け
、
±
地「

.用
：水
權
提
供
者
等
に
總
株
の
半
分
を
、
诛
り
五
〇
株
を
フ
ォ
I
ル

.
リ
ヴ 

ァ
ー
其
他
の
住
民
ニ
〇
名
に
分
配
し
た 

> 
こ
.の
種
の
多
數
の
X
場

は

一
八 

1

四
年
の
恐
慌
と一

八
' *

.五
年
以
後
の
英
.商

品

の

、氾
濫
に

よ

つ

て

閉

鎖

を 

.

餘
儀
な
く
さ
れ
た
.
'0

:
こ
の
危
機
を
乘
切
る
.爲
に
.は
.

ボ
ス
.ト
ン
の
'カ̂

罾̂

• 

+.1:
H

 
ハ

.

(

九
A
六
.

y

■

 
-

 

•
.
.
. 

. 

'

 

-

-

本
：に
よ
'る
：.せ
-
ゥ
土
ル
型H

場
.の
：登
：場

ダ

ま

た

ね

ば

な

ら

.ぬ
。
ボ
ス
ト
ソ 

商
<
は
用
水
撺
'を
牆
入
し
.て
：
直

：
揆

エ

場

設

立

^
參
加
す
'.る
か
、
文
，はこ
の 

，用
水
獾
を
复
礙
し
て
收
利
せ
ん
と
し
、
或
は
工
場
用
建
物
を
河
川
沿
い
に 

:建
て
之
を
俩
人
叉
.は
會
社
に
賃
货
す
る「

質

.货

.
エ
.
場J

等
の
諸
方
法 

に
よ
.る
の
、が
織
物
業
中
心
澠
で
は
普
通
だ
：つ
た
'0
:/
ォ
ー
ル
•
リ
ヴ
ァ
I 

周
邊
.の
鐵
工
場
設
立
の
事
情
.'%
綿
エ
業
0
其
と
略
>
同
じ
，で
あ
り
、

鐵
エ 

.業

者

と

綿

エ

業.者

？

は
、
或

は

同

1

人
.又
は
親
戚
で
あ
り
、
或
は
土
地
•

:
.'M
水
攉
め
所
有V.

貸
：借
■
係
を
‘通
じ
て
フ
ォ
ー
.ル
•
リ
ヴ
ァ
r

の
支
配
階 

m

^
搆

成

し

，
て

い
.た
。

フ
ォ
.1
.ル•

'1
7
ヴ
ァ
ー
の
一「

工
場 

F
-c
o
l
l 

R
i
v
e
r

 M
a
n
u
f
a
c
t
o
r
y

 

及 

びT
r
o
y
c
o
m
p
s
y

 

.に
つ
い
て
罾
ネ
の
源
泉
を
地
域
的
に
見
れ
ば
、
そ 

，の
.約

八

1
涔

は

.
フ

ォ

ー

ル

*
リ
ヴ
ナ
ー
及
：び
周
邊
の
タ
ゥ
ン
に
そ
の
源
泉 

を
有
.し
、
.之
：等
.ニ
エ
場
を
舍
办
.五
エ
場
に
就
.て
.の
.其
は
：五
九
％
弱
で
あ 

:

る
。
J1

八
ニ
〇
：年
.代
に
は
、ブ
.ロ
.ヴ
ィ
デ
ス
反
ぴ
二
ユ

I 

• 'ベドフォー 

ド
か
ち
の
.投
.資
が
見
ら
れ
.る
が
.、
,之
は
2:
.エ
場
の
会
資
本
の
.約
三
ニ
^
を 

占
め
る
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
.一.
部
ば
一
時
的
投
資
で
追
加
投
資
は
行
わ
れ 

ず
：、
資

本

の

源

泉

と

し

て
.は
重
.要
で
は
な
い
。
寧
ろ
地
方
的
资
本
が
自
己 

蓄
橫
し
て
行
く
傾
向
が
次
第
に
重
要
と
な
つ
て
行
き
、
頃
資
本
よ
り
附
加 

資
本
が
重
耍
他
を
%
し
て
行
く
。(

T
h
e

 I
r
o
n

 

w

o

r'r
が
好
例)

。
.上 

記
五
工
場
の
原
.出
資
者
五
ニ
名
中
一
七
名
は
德
資
本
の
約
八
六
^
を
占 

め
、
⑴
不
動
產
所
有
權
⑵
製
造
業
⑶
海
運
.
商
業
に
そ
の
源
泉
を
有
し
て
.
 

い
る
。
⑴
は
土
地
.
用
水
權
提
供
に
よ
る
か
、

農
業
か
ら
，
の
蓄
橫
に
よ
る 

資
本
、
■⑵
は
製
造
業(

主
に
綿
工
業)

及
■び
商
業
に
よ
る
資
本
、
⑶
は
地
方 

的
及
び
都
市
の
海
運
•
造
船
業
者.

船
主
の
資
本
で
あ
る
。
總
じ
て
地
知 

的
な
、
平
均
出
資
額
以
下
の
無
名
の
小
出
資
者(

農
民
•
船
長
S

が
最 

も
®
耍
で
，あ
つ
'た
。 

.
：

，

綿
エ
場
の
經
營
能
カ
は
商
業
*
造
船
業
•
製
粉
業
•
製
材
業
•
農
業
の 

舞
醫
か
ら
繼
承
さ
れ
た
。

地
方
的
な
.農
民•

職
人
の
子
弟
は
ロー

ド

.
ア

ィ
ラ
ン
ド
の
諸
エ
場
で
訓
練
を
曼
け
セ
、

7

ォ
ー

ル

*
リ
グ
ァ

ー

の
技
術 

者

•

製
造
業
者
と
な
っ
た
が
、
フ
ォ

ー

ル
•

リ
ヴ
ァ
.丨

の
發
展
後
は
此
處
の 

工
場
.
で
訓
練
を
受
け
た
者
が
次
第
に
.重
耍
胜
を

%

し
て
行
っ
た
。

一
八
：四 

〇
年
代

.
に
な
る
と
英

•
，愛
蘭
か
ら
も
勞
働
力
が
洫
入
す
る
樣
に
な
っ
た
。

•

斯
く
て
，フ

ォ

ー

ル

•

リ
ヴ
，ァ
.
丨
は
立
地
條
件

.
と
土
着
.資
本
に
惠
ま
れ
て 

い
た
が
、
水
力
が
比
較
的
小
規

®

で
、

ボ
ス
ド
ン
の
大
資
本
を
惹
付
け
る 

程
の
條
件

.を
持
た
な
か
っ
た
。

(

以
上

)

以
上
の
ス
ミ
ス
の
分
析
に

ょ

り

(

紙
数
.の
關
係
上
詳
論
す
る
の
は
次
の 

機
會
に
譲

.る
が

)

我
‘
々
は
、
見
ら
れ
る
樣

.

.

に
、
.

ロ
|

ド
.
ア
ィ
ラ
ン
ド
型
土 

場
.
の
成
立
，
.史
に
於
け
る
空

.
0

を
が
.
な
り
埋

.め

.
る

蔡

が

出

來た

。
彼
地
に
於 

け
る
最
近
の
同
樣
の
エ

- P

都
市
等
.
の
史
的
碗
究
、例
え
ば
，

H
o

l
y

o
k

e

 

(
M

 

a
s
s
.
)
，
N

a
u

g
a

t
u

c
k

.
,

 

(
c

o
x

m
o

'
p

e
a

e
h

a
m

 

(
v
t
.
〕

'

 

C
h

i
c

o
p
e
e
.

 

(
M

 

a
s

s
o

N
e

w

 

B
r

a
d

f
o

r
d

,

 

B
r

o
o

k
l

y
n

,

 N
o

r
f

 o
i
k
,

 I
M

e
m

p
h

i
s

,

 K
o

e
h

- ? 

s
t
e
r
'

 

C
l

e
v

e
l

a
n

d
,

 

C
h

i
c

a
g

o
,

 

D
e

t
r

o
i

t
,

 

M
i

l
w

a
u

k
e

e
,

 

M
i

n
n

e
a

し
 

p

i

,
 

S
t
.

 

P
a

u
l

の
，研
究
は
ハ
丨
ヴ
ァ
ー
ド
の
經
賢
史
的
硏
究
と
共
に 

我
々
の
期
待
す
る
所
大

.で
•あ
る
。

(
1

九

五

四

•

七

.

ニ
〇

)

(

中村勝己

)

-
 

■
 

■
 

■

マ
I

ガ「

レ

ツ

ト

•
•
コ

ー

ル

著

「

革
命
の
な
か
に
成
長
む
て」

M
a
r
g
a
r
e

c+Cole; 

G
r
o
w
i
n
g

 

u
tj
-
'
i
n
t
o

 

Re- 

volution,.1949, 

Lon
do
n
, ;pp,; 224..

■
嚴
ニ
次
世
界
大
戰
が
終
つ
.た
直
後
、
囘
想
錄
や
良
叙
像
と
い
う
ょ
う
な 

も
の
が
、

1

時
わ
が
勘
の
請
書
界
を
ふ
う
び
し
.た
こ
と
.が
あ
る
。
.ま
.だ
、
さ 

め
や
ら
ぬ
戰
爭
の
..興
奮

と

'.
'
*
:と
も
か
：く

も

あ€>
.
'い
.や
，
な
.戰
爭
.が
お
：わ
つ
/
た

.

.

:
書

評

義

び

.紹

^
;
'
.
:
'
.
.
.
'
.
:

ハ

•

と
い
う
解
放
惑
の
.い
.り
ま
じ
っ
た
な
か
に
書
か
れ
た
た
く
さ
ん
の
囘
想
も 

の
の
な
か
.には
、
も
ち
'

ろ
ん
良
心
的
な
%■
の
も
あ
っ
た
が
、

，
し
力
し
‘

い 

か
が
わ
し
い
も
'の
や
或
勢
の
よ
す
ぎ
る
も
の
も
ま
た
決
し
て
少
く
な
か
っ 

た
。
戰
举
中
の
自
分
の
非
良
心
的
な
行
動
を
正
當
化
-U
よ
う
と
し
た
り
、
'
 

ま
た
自
分
を
英
.雄
に
ま
っ
り
上
げ
た
..り
す
.る
よ
ラ

な
.も
の
ば
か
り
多
く 

て
、
'す
な
お
に
前
弗
を
悔
•い
新
し
い
出
發
を
誓
う
と
W
う
よ
う
に
、
わ
れ 

わ
れ
の
心
の
奥
に
訴
え
る
よ
う
な
も
の
が
、
あ
ま
り
書
か
れ
な
か
っ
た
の 

は
..

ま
こ
と
I-
殘
念
で
あ
つ
た
。

1

外
國
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
マ 

丨
ガ
レ
ッ
ト
，：
口
ー
ル
女
史
め「

革
命
の
な
か
に
'成
長
し
て」

な
ど
は
良 

心
.的
.な
も
©
.の
，1

つ
.で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
.こ
こ
に
云
う
苯
命
と
は
、
特 

に
革
命
的
な
一
っ
の
事
件
を
.さ
す
の
で
は
な
く
、
ニ
十
世
紀
初
頭
か
ら
第 

1

次
大
戰
を
へ
，.
て
フ
.ァ
：̂

ズ
ム
の
興
隆
、
そ
し
て
第
二
次
大
戰
と
一K

う
、
 

ま
こ
一
と
に
激
動
と
苦
悶
の
半
世
紀
を
さ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で 

著
者
が
-ど
の
よ
う
.に
成
長
し
、
ど
ん
な
■こ
と
を
體
驗
し
、
何
を
喜
び
そ
し 

て
ま
た
悲
し
ん
だ
か
、
色
々
な
：H

ピ
ゾ
ー
ド
と
と
も
に
語
5>
'
れ
て
い
る
。 

そ
れ
は1

人
の
：女
性
の
傳
記
で
.あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
な
が
ら一

一
十
世 

紀
英
國
社
會
の
縮
圖
.で
も
あ
る
。
著
者
マ
ー
ガ
レ
.ッ
.ト
は
現
在
、
勞
働
黨 

の
理
論
家
と
し
て
、
ま
た
そ
の
尨
大
な
著
書
を
も
っ
て
有
名
な
オ
ッ
ク
ス 

フ
ォー

ド
大
學
の
敎
授
、

G 

. 

D 

• 

H 

. 

t

ル
の
夫
人
で
あ
っ
て
、
彼 

.女
自
身
も
ま
た
.リ
ヴ
ァ
プ
.丨
ル
大
學
の
敎
授
と
し
て
す
で
に
多
く
の
著
誉 

.が
：あ
る
。
マ

ー

ガ
.レ
ッ
ト
の
丈
章
は
女
性
ら
し
，い
デ
リ
ヶ
ー
ト
な
描
寫
で 

は
.あ
を
が
、
夫
君
コ
ー
ル
の
流
れ
る
よ
う

.

な
美
文
に
比
ベ
る
と
讀
み
.に
く 

い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
そ
の
た
め
か
.
n

iル
夫
妻
の
偉
大
な
先
緊
で
あ 

っ
.た
シ
K 
ニ
 

I

;ゥ
エ
，

ッ
，'K

夫
人
、
ベ
•
ァ
ト
リ
ー
ス
の
自
叙
'傅
..

「

ゎ
が
修 

.業
時
S -

.

に
比
ベ
る
と
V

い
さ
？
か
物
足
り
な
い
感
，が
な
い
も
の
で
も
な 

K

し
か
し
こ
の
書
'の
な
か
'に
も
ら
れ
て
い
る
エ
.ピ
ソ
.丨
ド
の
な
か
に
は 

興
味
深
.い
■も
の
■が
.あ
る
.の
.で
、
そ
の
ニ
三
を
‘ひ
ろ
っ
.て
み
た
い
と
思
う
。

一
一
七
，
.(

九

八

七)

.
;


